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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも所定のデータが第１の領域に記録されたディスク状記録媒体であって、
　上記第１の領域に記録された上記データは、第１のデータと、該第１のデータに基づい
てエンコードされた誤り検出符号とで構成されており、
　上記誤り検出符号の一部は、コピープロテクションＩＤに関連するデータのビット情報
に応じて書き換えられており、
　上記第１のデータと上記書き換えられた誤り検出符号に対して、誤り訂正符号が付加さ
れている
　ディスク状記録媒体。
【請求項２】
　上記コピープロテクションＩＤに関連するデータは、コピープロテクションＩＤに誤り
訂正符号が付加されたデータである請求項１記載のディスク状記録媒体。
【請求項３】
　上記コピープロテクションＩＤに関連するデータは、情報位置を並び替えるシャッフル
処理が施されたものである請求項１記載のディスク状記録媒体。
【請求項４】
　上記コピープロテクションＩＤに関連するデータは、情報ビットをランダム化するスク
ランブル処理が施されたものである請求項１記載のディスク状記録媒体。
【請求項５】
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　上記コピープロテクションＩＤに関連するデータは、リードイン領域に記録されている
請求項１記載のディスク状記録媒体。
【請求項６】
　第１のデータに対して誤り検出符号を付加し、
　上記誤り検出符号の一部をコピープロテクションＩＤに関連するデータのビット情報に
応じて書き換え、
　上記第１のデータ及び上記コピープロテクションＩＤに関連するデータのビット情報に
応じて書き換えられた上記誤り検出符号に対して誤り訂正符号を付加したものをディスク
原盤の第１の領域に記録してスタンパを作製し、
　上記スタンパを用いてディスク状記録媒体を作製する
　ディスク状記録媒体の製造方法。
【請求項７】
　第１のデータに対して誤り検出符号を付加し、
　上記誤り検出符号の一部をコピープロテクションＩＤに関連するデータのビット情報に
応じて書き換え、
　上記第１のデータ及び上記コピープロテクションＩＤに関連するデータのビット情報に
応じて書き換えられた上記誤り検出符号に対して誤り訂正符号を付加したものをディスク
状記録媒体の第１の領域に記録する
　ディスク記録方法。
【請求項８】
　第１のデータに対して誤り検出符号を付加する誤り検出符号付加手段と、
　上記誤り検出符号の一部をコピープロテクションＩＤに関連するデータのビット情報に
応じて書き換える書換手段と、
　上記第１のデータ及び上記コピープロテクションＩＤに関連するデータのビット情報に
応じて書き換えられた上記誤り検出符号に対して誤り訂正符号を付加したものをディスク
状記録媒体の第１の領域に記録する記録手段と
　を備えるディスク記録装置。
【請求項９】
　少なくとも所定のデータが第１の領域に記録されたディスク状記録媒体を再生するディ
スク再生方法であって、
　上記第１の領域に記録された上記データは、第１のデータと、該第１のデータに基づい
てエンコードされた誤り検出符号と、これらの第１のデータ及び誤り検出符号に対して付
加された誤り訂正符号とで構成されており、
　上記誤り検出符号の一部は、コピープロテクションＩＤに関連するデータのビット情報
に応じて書き換えられており、
　上記第１の領域に記録された上記データについて誤り検出を行い、
　上記データの誤り検出結果に応じて上記コピープロテクションＩＤに関連するデータを
復元する
　ディスク再生方法。
【請求項１０】
　少なくとも所定のデータが第１の領域に記録されたディスク状記録媒体を再生するディ
スク再生装置であって、
　上記第１の領域に記録された上記データは、第１のデータと、該第１のデータに基づい
てエンコードされた誤り検出符号と、これらの第１のデータ及び誤り検出符号に対して付
加された誤り訂正符号とで構成されており、
　上記誤り検出符号の一部は、コピープロテクションＩＤに関連するデータのビット情報
に応じて書き換えられており、
　上記第１の領域に記録された上記データについて誤り検出を行う誤り検出手段と、
　上記データの誤り検出結果に応じて上記コピープロテクションＩＤに関連するデータを
復元する復元手段と
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　を備えるディスク再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディジタル信号が記録されたディスク状記録媒体及びその製造方法、ディス
ク状記録媒体にディジタル信号を記録するディスク記録方法及びその装置、並びにディス
ク状記録媒体に記録されたディジタル信号を再生するディスク再生方法及びその装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、コンテンツ信号等のディジタル信号を記録媒体に記録する場合には、これら
ディジタル信号に対して誤り検出符号（Error Detection Code；ＥＤＣ）及び誤り訂正符
号（Error Correction Code；ＥＣＣ）を付加することが行われている。
【０００３】
　このため、例えば上記ディジタル信号が記録された記録媒体を再生する場合には、当該
記録媒体から読み出されたディジタル信号に対して上記誤り検出符号を用いた誤り検出処
理と上記誤り訂正符号を用いた誤り訂正処理とを施すことで、上記ディジタル信号の再生
が行われている。
【０００４】
【特許文献１】特許第３５８００４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、近年は、コンテンツ信号等のディジタル信号が記録された記録媒体として、
ＣＤ（Compact Disc）、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disc－Read Only Memory）、ＤＶＤ（Di
gital Versatile Disc）等が全世界に普及している。
【０００６】
　ここで、このようなＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭ或いはＤＶＤ等の記録媒体に記録された信号を
読み取り、上述したような誤り訂正処理等を施して上記ディジタル信号の全てを再生し、
例えばハードディスク等の記録再生可能な記録媒体にコピーし、その後、当該ハードディ
スク等にコピーしたディジタル信号を、ＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭ或いはＤＶＤ等のエンコード
システムに供給して、新たなＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ等を作製すれば、元のオリジナ
ルのディジタル信号と全く同じディジタル信号がコピーされたＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶ
Ｄ等を作製することができる。
【０００７】
　このようにして次々に新たな記録媒体を作製すると、当該記録媒体に記録されているデ
ィジタル信号が、元のオリジナルのディジタル信号であるのか、或いは不法にコピーされ
たディジタル信号であるのかが区別できないことになる。
【０００８】
　したがって、記録媒体に記録されているディジタル信号がオリジナルのディジタル信号
かコピーされたディジタル信号かを特定でき、さらに不法にディジタル信号が記録された
記録媒体については再生不能にできることが望まれている。
【０００９】
　このような背景から、特許文献１には、ディジタル信号の誤り訂正符号の一部を置換す
ることで、特定の情報、例えばオリジナル又はコピーの何れかを示す識別情報を当該ディ
ジタル信号とは別に記録し、再生時にはこの誤り訂正符号の一部から当該特定の情報を抽
出することにより、オリジナルのディジタル信号であるかコピーされたディジタル信号で
あるかを特定する技術が開示されている。
【００１０】
　しかしながら、この特許文献１記載の技術では、ディジタル信号の誤り訂正符号の一部
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を置換して特定の情報を記録することにより、誤り訂正能力が低下してしまうことになる
ため、誤り訂正符号を置換することなく特定の情報を記録媒体に記録すると共に、記録さ
れた当該特定の情報を再生する方法が望まれていた。
【００１１】
　本発明は、このような従来の実情に鑑みて提案されたものであり、誤り訂正能力に影響
を与えることなく特定の情報が記録されたディスク状記録媒体及びその製造方法、特定の
情報を記録するディスク記録方法及びその装置、並びに記録された特定の情報を再生する
ディスク再生方法及びその装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上述した目的を達成するために、本発明に係るディスク状記録媒体は、少なくとも所定
のデータが第１の領域に記録されたディスク状記録媒体であって、上記第１の領域に記録
された上記データは、第１のデータと、該第１のデータに基づいてエンコードされた誤り
検出符号とで構成されており、上記誤り検出符号の一部は、コピープロテクションＩＤに
関連するデータのビット情報に応じて書き換えられており、上記第１のデータと上記書き
換えられた誤り検出符号に対して、誤り訂正符号が付加されている。
【００１３】
　また、本発明に係るディスク状記録媒体の製造方法は、第１のデータに対して誤り検出
符号を付加し、上記誤り検出符号の一部をコピープロテクションＩＤに関連するデータの
ビット情報に応じて書き換え、上記第１のデータ及び上記コピープロテクションＩＤに関
連するデータのビット情報に応じて書き換えられた上記誤り検出符号に対して誤り訂正符
号を付加したものをディスク原盤の第１の領域に記録してスタンパを作製し、上記スタン
パを用いてディスク状記録媒体を作製する。
【００１４】
　また、本発明に係るディスク記録方法及びその装置は、第１のデータに対して誤り検出
符号を付加し、上記誤り検出符号の一部をコピープロテクションＩＤに関連するデータの
ビット情報に応じて書き換え、上記第１のデータ及び上記コピープロテクションＩＤに関
連するデータのビット情報に応じて書き換えられた上記誤り検出符号に対して誤り訂正符
号を付加したものをディスク状記録媒体の第１の領域に記録する。
【００１５】
　また、本発明に係るディスク再生方法及びその装置は、少なくとも所定のデータが第１
の領域に記録されたディスク状記録媒体を再生するディスク再生方法及びその装置であっ
て、上記第１の領域に記録された上記データは、第１のデータと、該第１のデータに基づ
いてエンコードされた誤り検出符号と、これらの第１のデータ及び誤り検出符号に対して
付加された誤り訂正符号とで構成されており、上記誤り検出符号の一部は、コピープロテ
クションＩＤに関連するデータのビット情報に応じて書き換えられており、上記第１の領
域に記録された上記データについて誤り検出を行い、上記データの誤り検出結果に応じて
上記コピープロテクションＩＤに関連するデータを復元する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、誤り訂正能力に影響を与えることなくディスク状記録媒体に特定の情
報、例えばコンテンツ信号をコピープロテクトするキー情報を記録し、記録された特定の
情報を再生することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明を適用した具体的な実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明
する。
【００１８】
　先ず、光ディスクに記録される特定の情報としてコピープロテクション情報（Copy Pro
tection IDentification；ＣＰＩＤ）を含む記録信号を生成する記録信号生成装置の概略
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構成を図１に示す。図１に示すように、記録信号生成装置１０は、ＥＣＣ（Error Correc
tion Code）付加回路１１と、シャッフル処理回路１２と、ＥＤＣ（Error Detection Cod
e）付加回路１３と、ＥＤＣ書換回路１４と、スクランブル処理回路１５と、ＥＣＣ付加
回路１６と、同期付加回路１７と、変調回路１８とから構成されている。
【００１９】
　ここで、本実施の形態では、特定の情報としてのＣＰＩＤは、１２８ビット（１６バイ
ト）で構成されているものとする。また、光ディスクに記録する際の１単位となるセクタ
は、第１のデータとしての２ｋバイト（２０４８バイト）のユーザデータ、１０バイトの
セクタヘッダ、及び４バイトのＥＤＣからなり、１つの記録再生ユニットであるＥＣＣブ
ロック（クラスタ）は、１６個のセクタで構成されているものとする。
【００２０】
　ＥＣＣ付加回路１１は、ＣＰＩＤに対して、当該ＣＰＩＤに基づいてエンコードされた
ＥＣＣパリティを付加する。ＣＰＩＤのＥＣＣフォーマットを図２に示す。図２に示すよ
うに、エラー訂正符号はＲＳ（２０，１６，５）、すなわち符号長２０、データ長１６、
距離５のＲＳ（Reed Solomon）符号である。このようにＣＰＩＤにＥＣＣパリティを付加
することにより、ＣＰＩＤを復元した際のビット情報の信頼性を高めることができる。
【００２１】
　シャッフル処理回路１２は、１２８ビットのＣＰＩＤに３２ビットのＥＣＣが付加され
た１６０ビット（２０バイト）のデータに対して、乱数で生成されたテーブルを用いてシ
ャッフル処理を施す。例えば１６０ビットのデータをｂ１５９，ｂ１５８，・・・，ｂ１
，ｂ０としたとき、ｂ１５９をｂ１２１の位置に、ｂ１５８をｂ３５の位置に、・・・、
ｂ１をｂ１４２の位置に、ｂ０をｂ１３の位置にそれぞれ並び替えることにより、シャッ
フル処理を施す。さらに、シャッフル処理回路１２は、情報位置が並び替えられた１６０
ビットのデータに対してスクランブル処理を施す。具体的には、Ｍ系列により乱数を１６
０ビット発生させ、ビット毎に１６０ビットのデータと１６０ビットの乱数との排他的論
理和を計算することによりスクランブル処理を施す。これにより、シャッフルされた第２
のデータとしてのＣＰＩＤビットブロックが得られる。このようにシャッフル処理回路１
２においてシャッフル処理及びスクランブル処理を施すことにより、ＣＰＩＤの機密性を
高めることができる。
【００２２】
　ＥＤＣ付加回路１３は、各セクタ２０４８バイト、全１６セクタのユーザデータに対し
て、セクタ毎に１０バイトのセクタヘッダ及び４バイトのＥＤＣを付加する。このＥＤＣ
は、ユーザデータの再生時にデータが正しいか否かをチェックする目的のため、ユーザデ
ータ及びセクタヘッダに基づいてエンコードされる。
【００２３】
　ＥＤＣ書換回路１４は、ＣＰＩＤビットブロックのビット情報に基づき、ＥＤＣを必要
に応じて書き換える。例えば、ＣＰＩＤビットブロックの１ビット目のビット情報が“１
”であれば１セクタ目のＥＤＣの１バイト（又は１ビット）を書き換え、“０”であれば
１セクタ目のＥＤＣは書き換えない。同様にして、ＣＰＩＤビットブロックの１６０ビッ
トのビット情報について、１６０セクタ分のＥＤＣを必要に応じて書き換える。
【００２４】
　スクランブル処理回路１５は、ＥＤＣが付加された各セクタ２０５２バイト、全１６セ
クタのデータに対して、アドレスであるＰＳＮ（Physical Sector Number）をシードとし
たスクランブル処理を施す。
【００２５】
　このスクランブル処理について図３を用いてさらに説明する。図３に示すように、スク
ランブル処理回路１５は、多項式Φ（ｘ）＝Ｘ１６＋Ｘ１５＋Ｘ１３＋Ｘ４＋１に基づい
た１６ビットのシフトレジスタ２１と、排他的論理和回路２２～２４とから構成されてい
る。シフトレジスタ２１は、Ｓ０からＳ１５までのレジスタからなり、シフトクロックの
１クロック毎にＳｎの値をＳｎ＋１にシフトさせる（ｎ＝０、・・・、１４）。但し、Ｓ
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０にはＳ１５＄Ｓ１４＄Ｓ１２＄Ｓ３（＄は排他的論理和を表す）が入力する。
【００２６】
　スクランブル処理に際しては、スクランブル処理を行うデータブロックの先頭でＳ０～
Ｓ１５に対してＰＳＮをプリセットする。ＰＳＮは各セクタの２ｋバイトのユーザデータ
に対する物理アドレスであり、４バイトで表現される。１つのＥＣＣブロックは１６セク
タからなるため、１つのＥＣＣブロックには１６個のＰＳＮが存在する。プリセットする
値は各ＥＣＣブロックの最初のＰＳＮである。Ｓ０～Ｓ１４にはＰＳＮのＬＳＢ（最下位
ビット）側から６ビット目～２０ビット目（ＰＳ５～ＰＳ１９；１５ビットのＥＣＭブロ
ック番号に相当）の値がプリセットされ、Ｓ１５には“１”がプリセットされる。プリセ
ットされた後のＳ０～Ｓ７の出力が最初の出力データとなり、以後、８ビットシフト後の
Ｓ０～Ｓ７の出力が次の出力データとなる。
【００２７】
　ＥＤＣが付加された各セクタ２０５２バイトのデータに対しては、２ｋバイト単位で８
ビットシフトが２０５１回繰り返され、８ビットシフト毎に出力データＳ０～Ｓ２０５１
が得られる。なお、プリセット値が各ＥＣＣブロックの最初のＰＳＮであるため、２ｋバ
イト単位の出力データＳ０～Ｓ２０５１は同じものとなる。
【００２８】
　ＥＣＣブロックに記録される各２ｋバイトのセクタのデータＲＤ０～ＲＤ２０５１は、
元のＥＤＣが付加されたデータをＵＤ０～ＵＤ２０５１としたとき、ＲＤｋ＝ＵＤｋ＄Ｓ
ｋ（ｋ＝０、・・・、２０５１）で表される。
【００２９】
　図１に戻って、ＥＣＣ付加回路１６は、各セクタ２０５２バイト、全１６セクタのデー
タに対して、ＥＣＣパリティを付加する。ＥＣＣブロックのＥＣＣフォーマットを図４に
示す。図４に示すように、ＥＣＣブロックは内符号と外符号とによる積符号で構成される
。図中ＰＩは内符号のパリティを示し、図中ＰＯは外符号のパリティを示す。内符号はＲ
Ｓ（１８２，１７２，１１）、すなわち符号長１８２、データ長１７２、距離１１のＲＳ
符号である。１つのＥＣＣブロックには１９２個の符号語がある。一方、外符号はＲＳ（
２０８，１９２，１７）、すなわち符号長２０８、データ長１９２、距離１７のＲＳ符号
である。１つのＥＣＣブロックには１８２個の符号語がある。
【００３０】
　同期付加回路１７は、ＥＣＣブロックの各行の先頭に同期信号としてのフレームシンク
を付加し、変調回路１８は、ＥＣＣブロックの１行目のデータから順に８－１６変調し、
記録信号としての変調信号を生成する。
【００３１】
　このように、記録信号生成装置１０では、ＣＰＩＤビットブロックのビット情報に基づ
き、各セクタのユーザデータに付加されたＥＤＣを書き換える。この結果、あるセクタに
ついてエラーが検出された場合には、そのセクタに対応するＣＰＩＤビットブロックのビ
ット情報が“１”であり、エラーが検出されなかった場合には、そのセクタに対応するＣ
ＰＩＤビットブロックのビット情報が“０”であることが分かる。したがって、ＣＰＩＤ
ビットブロックの１６０ビットのビット情報に対応した１６０個のセクタのエラー検出結
果を利用して、ＣＰＩＤを復元することができる。
【００３２】
　続いて、ＣＰＩＤを含む記録信号を生成すると共に、この記録信号をディスク原盤に記
録するディスク記録装置の概略構成を図５に示す。図５に示すように、ディスク記録装置
３０は、記録信号生成回路３１と、記録補償回路３２と、ＬＤ（Laser Diode）ドライバ
３３と、光ピックアップ３４と、ＬＤ３５と、対物レンズ３６と、サーボ回路３７と、ス
ピンドル回路３８と、システムコンピュータ３９とから構成されている。
【００３３】
　記録信号生成回路３１は、上述した記録信号生成装置１０と同様の構成であり、ＣＰＩ
Ｄを含む変調信号を生成する。この変調信号は、ディスク原盤４０に記録される形の波形
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としてＮＲＺＩ（Non Return to Zero Invert）変換され、記録補償回路３２に入力され
る。なお、ＮＲＺＩ変換では、８－１６変調されたデータが“１００１０１００”であっ
たとき、“ＬＬＬＨＨＬＬＬ”又は“ＨＨＨＬＬＨＨＨ”と変換される。
【００３４】
　記録補償回路３２は、再生時のジッタが小さい波形となるように、記録波形を例えばパ
ルストレインとするように記録波形補償する。
【００３５】
　ＬＤドライバ３３は、記録補償された波形に応じて光ピックアップ３４のＬＤ３５をオ
ン／オフする。ＬＤ３５からの光ビームは、対物レンズ３６を介してディスク原盤４０に
集光され、記録される。
【００３６】
　サーボ回路３７は、光ピックアップ３４のシークを行い、スピンドル回路３８は、ディ
スク原盤４０を回転させるスピンドルモータの制御を行う。システムコンピュータ３９は
、記録信号生成回路３１と通信を行うと共に、各ブロックの制御を行う。
【００３７】
　このようにして記録信号が記録されたディスク原盤をスタンパとして射出成形を行って
ディスク基板を作製し、その後、ディスク基板にアルミニウム等の反射膜をコーティング
し、その反射膜上にカバー層をコーティングすることにより、ＣＰＩＤを有する光ディス
クを作製することができる。
【００３８】
　作製される光ディスク全体のレイアウトを図６に示す。図６に示すように、光ディスク
５０は、中央にセンタ孔を有しており、この光ディスク５０の内周から外周に向かって、
リードイン領域５１と、データ領域５４と、リードアウト領域５５とが形成されている。
【００３９】
　リードイン領域５１は、ディスク中心から半径２２．６～２４ｍｍに位置し、ＣＰＩＤ
等のコピープロテクション情報が記録されたリザーブエリア５２と、ディスク管理情報が
記録された管理エリア５３とからなる。上述の通り、ＣＰＩＤはリザーブエリアに記録さ
れているが、リードイン領域５１の管理エリア５３やデータ領域５４とは異なり、当該エ
リアのユーザデータを再生するコマンドはないため、ＣＰＩＤを秘密情報として記録する
ことができ、機密性の高いコピープロテクションシステムを実現することができる。
【００４０】
　データ領域５４は、ディスク中心から半径２４～５８ｍｍに位置し、当該光ディスク５
０のコンテンツ信号が記録されている。
【００４１】
　リードアウト領域５５は、ディスク中心から半径５８ｍｍよりも外周に位置し、リード
イン領域５１と同様にディスク管理情報が記録されている。このリードアウト領域５５は
、シークの際にオーバーランを許容するためのバッファエリアとしても用いられる。
【００４２】
　続いて、このようにして作製された光ディスク５０に記録された信号を再生するディス
ク再生装置の概略構成を図７に示す。図７に示すように、ディスク再生装置６０は、光ピ
ックアップ６１と、ＲＷ（Read/Wright）回路６２と、変復調回路６３と、ＣＰＩＤデコ
ーダ６４と、ＡＶ（Audio/Visual）システム６５と、サーボ回路６６と、スピンドル回路
６７と、システムコンピュータ６８とから構成されている。
【００４３】
　光ピックアップ６１は、ＬＤを含む光学系、再生ＯＥＩＣ（Opto Eletronic Integrate
d Circuit）、２軸アクチュエータ等から構成され、光ディスク５０上の信号を再生する
。
【００４４】
　ＲＷ回路６２は、ＰＬＬ（Phase Locked Loop）等により２値化データ再生を行い、８
－１６変調された変調信号を生成する。
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【００４５】
　変復調回路６３は、図８に示すように、復調部７１と、ＥＣＣデコード部７２と、デス
クランブル処理部７３と、ＥＤＣチェック部７４とを含む。
【００４６】
　復調部７１は、再生された信号からフレームシンクを検出してフレームシンク同期を行
い、フレームシンク同期タイミングに基づいて、８－１６変調された変調信号を復調する
。
【００４７】
　ＥＣＣデコード部７２は、ＥＣＣブロックに対して、ＰＩブロックにおける１９２個の
ＲＳ（１８２，１７１，１１）のエラー訂正符号語と、ＰＯブロックにおける１８２個の
ＲＳ（２０８，１９２，１７）のエラー訂正符号語との積符号により、エラー訂正処理を
施す。
【００４８】
　デスクランブル処理部７３は、アドレスであるＰＳＮをシードとして、ＥＤＣが付加さ
れた各セクタ２０５２バイト、全１６セクタのデータに対してデスクランブル処理を施す
。
【００４９】
　ＥＤＣチェック部７４は、１６個の各セクタについてエラー検出チェックを行う。この
際、ＥＤＣチェック部７４は、ＣＰＩＤを含まないセクタについてはエラー検出チェック
後のユーザデータをＡＶシステム６５に供給する。一方、ＣＰＩＤを含むセクタについて
は、エラー検出チェックの結果に基づき、ＣＰＩＤビットブロックを復元し、復元したＣ
ＰＩＤビットブロックをＣＰＩＤデコーダ６４に供給する。すなわち、ＥＤＣチェック部
７４は、あるセクタについてエラーが検出された場合には、そのセクタに対応するＣＰＩ
Ｄビットブロックのビット情報が“１”であり、エラーが検出されなかった場合には、そ
のセクタに対応するＣＰＩＤビットブロックのビット情報が“０”であるとして、ＣＰＩ
Ｄビットブロックを復元する。
【００５０】
　図７に戻って、ＣＰＩＤデコーダ６４は、図９に示すように、デシャッフル処理部８１
と、ＥＣＣデコード部８２とを含む。
【００５１】
　デシャッフル処理部８１は、ＣＰＩＤビットブロックに対してデスクランブル処理を施
し、さらにデシャッフル処理を施すことにより、１２８ビットのＣＰＩＤに３２ビットの
ＥＣＣが付加された１６０ビットのデータを生成する。
【００５２】
　ＥＣＣデコード部８２は、この１６０ビットのデータに対して、ＲＳ（２０，１６，５
）のエラー訂正符号語のエラー訂正処理を施し、１２８ビットのＣＰＩＤを復元する。こ
のＣＰＩＤは、コンテンツ信号のコピープロテクションのキー情報として、ＡＶシステム
６５に供給される。
【００５３】
　図７に戻って、サーボ回路６６は、光ピックアップ６１のシークを行い、スピンドル回
路６７は、光ディスク５０を回転させるスピンドルモータの制御を行う。システムコンピ
ュータ６８は、ＡＶシステム６５と通信を行うと共に、各ブロックの制御を行う。
【００５４】
　このようなディスク再生装置６０においてＣＰＩＤを再生する場合、ＡＶシステム６５
からシステムコンピュータ６８へとＣＰＩＤの再生コマンドが送られる。システムコンピ
ュータ６８は、変復調回路６３からアドレス情報を取得し、サーボ回路６６にシークを行
わせて、光ピックアップ６１のヘッドを所望のアドレス位置に移動させる。
【００５５】
　光ピックアップ６１から再生信号が得られると、ＲＷ回路６２は、ＣＰＩＤを含むＥＣ
Ｃブロックの信号をＰＬＬ等により再生する。変復調回路６３は、再生された変調信号を
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復調し、エラー訂正処理及びデスクランブル処理を施した後、エラー検出チェックを行っ
て、ＣＰＩＤビットブロックを復元する。ＣＰＩＤデコーダ６４は、このＣＰＩＤビット
ブロックからＣＰＩＤを復元する。復元されたＣＰＩＤは、ＡＶシステム６５とシステム
コンピュータ６８との間で認証等を行った後、ＣＰＩＤデコーダ６４からＡＶシステム６
５へと送られる。
【００５６】
　ここで、ＣＰＩＤはユーザデータとして記録されているのではなく、上述のようにＣＰ
ＩＤビットブロックのビット情報に基づき、各セクタのユーザデータに付加されたＥＤＣ
を書き換えることにより、複数のセクタにおけるエラー検出の有無という形態で記録され
ており、また、ＥＤＣの内容を読み出すコマンドも存在しないため、ユーザデータからＣ
ＰＩＤを復元することはできない。したがって、仮にユーザデータをそのまま他のメディ
アにコピーしたとしても、ＣＰＩＤを復元することはできない。
【００５７】
　また、ＣＰＩＤはリザーブエリアに記録されおり、リードイン領域５１の管理エリア５
３やデータ領域５４とは異なり、当該エリアのユーザデータを再生するコマンドはなく、
エラー検出結果をＡＶシステム６５に送る必要はないため、ＣＰＩＤが記録されているこ
とを知ることはできない。
【００５８】
　また、ＣＰＩＤビットブロックのビット情報に基づいてＥＤＣを書き換えた後にＥＣＣ
ブロックに対してＥＣＣが付加されるため、ＥＤＣが書き換えられた状態のままで維持さ
れることとなる。したがって、ＥＣＣを用いてエラー訂正処理を施したとしてもＥＤＣに
記録されたＣＰＩＤは消去されることなく再生することができるため、実際に傷などが存
在しても十分な訂正能力を示すことができる。さらに、ＣＰＩＤ自身にもＥＣＣを付加し
ているため、再生誤りに対する耐性をより強くすることができる。
【００５９】
　一方、ディスク再生装置６０においてコンテンツ信号としてのＡＶストリームを再生す
る場合、ＡＶシステム６５からシステムコンピュータ６８へと再生コマンドが送られる。
システムコンピュータ６８は、変復調回路６３からアドレス情報を取得し、サーボ回路６
６にシークを行わせて、光ピックアップ６１のヘッドを所望のアドレス位置に移動させる
。
【００６０】
　光ピックアップ６１から再生信号が得られると、ＲＷ回路６２は、ＥＣＣブロックの信
号をＰＬＬ等により再生する。変復調回路６３は、再生された変調信号を復調し、エラー
訂正処理及びデスクランブル処理を施した後、エラー検出チェックを行い、画像再生ビッ
トストリームとしてＡＶシステム６５に送る。ＡＶシステム６５は、ＣＰＩＤの有無によ
り光ディスクに記録されたディジタル信号がオリジナルのものか不法にコピーされたもの
かを特定することができるため、例えば、ＣＰＩＤデコーダ６４からＣＰＩＤが送られて
いる場合に限り、画像再生ビットストリームを復号して外部に出力することができる。ま
た、画像再生ビットストリームを予め暗号化しておき、ＣＰＩＤによって暗号を解読する
ようにしてもよい。
【００６１】
　以上、本発明を実施するための最良の形態について説明したが、本発明は上述した実施
の形態のみに限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において種々の変
更が可能であることは勿論である。
【００６２】
　例えば、上述の実施の形態では、ＣＰＩＤビットブロックのビット情報に基づき、各セ
クタのユーザデータに付加されたＥＤＣを書き換えるものとして説明したが、ＥＤＣでな
くユーザデータを書き換えるようにしても構わない。すなわち、ＣＰＩＤビットブロック
のビット情報が例えば“１”であるときに、そのセクタについてエラーが検出されるよう
に、ユーザデータ及びＥＤＣの一部を書き換えればよい。
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【００６３】
　また、上述の実施の形態では、ＣＰＩＤ等のコピープロテクション情報をリードイン領
域のリザーブエリアに記録するものとして説明したが、リードアウト領域のリザーブエリ
アに記録するようにしても構わない。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本実施の形態における記録信号生成装置の概略構成を示す図である。
【図２】ＣＰＩＤのＥＣＣフォーマットを示す図である。
【図３】上記記録信号生成装置内のスクランブル処理回路の詳細を示す図である。
【図４】ＥＣＣブロックのＥＣＣフォーマットを示す図である。
【図５】本実施の形態におけるディスク記録装置の概略構成を示す図である。
【図６】光ディスク全体のレイアウトを示す図である。
【図７】本実施の形態におけるディスク再生装置の概略構成を示す図である。
【図８】上記ディスク再生装置内の変復調回路の詳細を示す図である。
【図９】上記ディスク再生装置内のＣＰＩＤデコーダの詳細を示す図である。
【符号の説明】
【００６５】
　１０　記録信号生成装置、１１　ＥＣＣ付加回路、１２　シャッフル処理回路、１３　
ＥＤＣ付加回路、１４　ＥＤＣ書換回路、１５　スクランブル処理回路、１６　ＥＣＣ付
加回路、１７　同期付加回路、１８　変調回路、３０　ディスク記録装置、３１　記録信
号生成回路、３２　記録補償回路、３３　ＬＤドライバ、３４　光ピックアップ、４０　
ディスク原盤、５０　光ディスク、６０　ディスク再生装置、６１　光ピックアップ、６
２　ＲＷ回路、６３　変復調回路、６４　ＣＰＩＤデコーダ、６５　ＡＶシステム、６８
　システムコンピュータ、７１　復調部、７２　ＥＣＣデコード部、７３　デスクランブ
ル処理部、７４　ＥＤＣチェック部、８１　デシャッフル処理部、８２　ＥＣＣデコード
部
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